
重点的方針

概要

・町の歴史、文化、風景の魅力を再発見し、その魅力を観光客に提案することや、町
のブランド品の魅力を高め、魅力あるおもてなしを提供するなど多様な観光メニュー
を開発します。
・観光協会と協力・連携して、買い物を楽しめるような体制を整えるとともに、観光客が
様々な思い出を持って帰宅する「通年型日帰り観光」の開発に努めます。
・これらの取組にあたっては、町外の他の地域との広域連携にも努めます。
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基本計画（分野別方針）事業名 実施計画
事業数 総合評価

B1

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き施策を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：施策を推進するためには、事業を改善する必要がある
Ｄ：施策全体を見直す必要がある

B

意見等

「多様な観光メニューの開発による観光の振興」の項目については、適切に位置付けられ
ており、効率よく事業が進められているが、一部改善の余地がある。観光事業を推進する
ため「通年日帰り観光」を図り、町内外に向けての誘客ＰＲを強化し、あわせて町の商業振
興を図っていく必要がある。

A1

方向性

・観光協会の事業として、吾妻山公園や風致公園などの観光拠点を周遊する誘導ＰＲと、
近隣県や近隣市町に向けた日帰り（立ち寄り）観光のシティー・セールスを積極的に情報
発信していく。

◎最終評価者[庁内評価委員会]
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総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き施策を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：施策を推進するためには、事業を改善する必要がある
Ｄ：施策全体を見直す必要がある

説明

・更なる誘客増に向けたＰＲの検討が必要である。

課題
（箇条書き）

・観光メニューの更なるPRが必要である。

基本構想 環境と風景が息づくまちづくり

４．多様な観光メニューの開発による観光の振興


